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№ 64
シリーズ

　

倉
吉
市
内
で
も
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

  

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
町
、
住
み
よ
い
社

会
に
近
づ
き
ま
す
。

〜
多
文
化
理
解
・
共
生
を
目
指
し
て
〜

人
権
の
た
め
に
学
ぶ同和

教
育
講
座
④

と　

き

：

９
月
26
日（
土
）午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視
聴
覚

ホ
ー
ル

演　

題

：「
ひ
と
ご
と
」
か
ら「
わ
が
こ

と
」へ
〜
感
性
を
み
が
く
人
権
学
習
〜

内　

容

：

子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
揺
さ

ぶ
り
、
豊
か
に
伸
ば
す
教
育
実
践
か
ら

学
ぶ

講　

師

：

森
も
り
ぐ
ち口 

健け
ん
じ司

さ
ん（
徳
島
県
北

島
町
立
北
島
中
学
校
教
諭
）

受
講
料

：

無
料

※ 

鳥
取
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

外
国
の
人
と「
共
」に

暮
ら
す
と
は

　

昨
年
、
今
年
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
看
護
師
、
介
護
士
候
補
者
が

来
日
し
、
鳥
取
県
内
の
施
設
で
も
外
国
人

看
護
師
が
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

  

倉
吉
市
内
で
も
、
地
元
の
企
業
な
ど
で

働
く
外
国
人
と
そ
の
家
族
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
、
国
際
結
婚

カ
ッ
プ
ル
、
留
学
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

外
国
の
人
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

  

今
後
、
そ
う
い
っ
た
人
と
接
し
、
共
に

学
ん
だ
り
働
い
た
り
す
る
機
会
は
ま
す
ま

す
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
外
国
の
人
た

ち
と
、
互
い
に
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

「
三
つ
の
壁
」

  

外
国
の
人
は
、
日
本
で「
三
つ
の
壁
」
に

ぶ
つ
か
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

  

一
つ
は「
言
葉
の
壁
」。
異
国
で
の
生
活

で
言
葉
が
通
じ
な
い
不
安
は
想
像
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

  

二
つ
目
は「
制
度
の
壁
」。
こ
れ
は
、
日

本
に
居
住
し
な
が
ら
も
、「
在
留
資
格
・
国

籍
」
な
ど
に
よ
っ
て 

仕
事
や
活
動
に
制
限

が
加
え
ら
れ
た
り
、
参
政
権
と
い
っ
た
日

本
人
と
同
等
の
権
利
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
を
指
し
ま
す
。

  

そ
し
て
三
つ
目
が
外
国
の
人
に
対
す
る

無
関
心
や
誤
解
・
偏
見
と
い
っ
た
私
た
ち

の「
心
の
壁
」で
す
。

  

一
人
ひ
と
り
が
同
じ
ま
ち
の
仲
間
と
し

て
外
国
の
人
を
受
け
入
れ
、
互
い
の
文
化

を
理
解
し
、
先
入
観
や
誤
解
を
持
た
な
い

姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
壁
を
取

り
払
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
あ
ら
わ
な
文
化
」と

「
隠
れ
た
文
化
」

  

互
い
の
文
化
を
理
解
す
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

  

文
化
に
は「
あ
ら
わ
な
文
化
」と「
隠
れ
た

文
化
」が
あ
り
ま
す
。
日
本
文
化
を
例
に
す

る
と
、「
あ
ら
わ
な
文
化
」
と
は
、
主
食
に

米
を
食
べ
る
、
家
に
上
が
る
と
き
に
靴
を

脱
ぐ
、
と
い
っ
た
実
際
に
目
に
見
え
た
り
、

す
ぐ
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
文
化
で
す
。

  

一
方
、「
隠
れ
た
文
化
」
と
は
、
畳
の
縁

や
敷
居
を
踏
ま
な
い
、
相
手
を
気
遣
っ
て

誘
い
を
は
っ
き
り
と
断
ら
な
い
、
と
い
っ

た
考
え
方
・
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
イ
ル
に
根
付
く
も
の
で
、
そ
の
文

化
に
生
活
し
、
人
と
の
交
流
を
重
ね
て
は

じ
め
て
知
る
文
化
で
す
。

　

「
あ
ら
わ
な
文
化
」だ
け
で
な
く「
隠
れ
た

文
化
」を
知
る
こ
と
が
、
本
質
的
な
他
者
・

異
文
化
理
解
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
」社
会
を

目
指
し
て

　

諸
外
国
で
は
、
異
な
る
文
化
を
認
め
あ

う
社
会
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

多
民
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
国

カ
ナ
ダ
は
世
界
で
い
ち
早
く「
多
文
化
主

義
」を
国
是
と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
の
ル
ー
ツ
と
文
化
を
尊
重
し
、
多
様
性

を
国
の
個
性
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
社
会
は
よ
く「
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

（sa
la
d
 b
o
w
l

）」
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
素
材（
文
化
）
が
ボ
ウ
ル（
社
会
）

の
中
で
持
ち
味
を
活
か
し
、
調
和
し
て
サ

ラ
ダ
を
作
っ
て
い
る
…
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
で
す
。

　

現
在
の
日
本
は
ど
ん
な
サ
ラ
ダ
に
例
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
外
国
の
人
た
ち
と

「
友
」
に
な
り
、「
共
」
に
暮
ら
し
、
私
た
ち

の
ま
ち
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
創
作
サ
ラ

ダ
を
目
指
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

打吹まつりに参加した明治製作所の海外研修生
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ご
み
ゼ
ロ
全
市
一
斉
清
掃

は
10
月
18
日(

日)

で
す

　

今
年
度
の
ご
み
ゼ
ロ
全
市
一
斉

清
掃
を
、
10
月
18
日(

日)

に
実
施

し
ま
す
。

　

ご
み
や
空
き
缶
が
散
乱
し
て
い

な
い「
き
れ
い
な
ま
ち
」
を
め
ざ
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

環
境
課（
あ
２
２―

８
１
６
８
／
い
２
２―

８
２
３
０
）

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
特
別
搬
入
日

　

ご
み
収
集
は
、
９
月
20
日（
日
）

か
ら
23
日（
水
）
の
間
、
休
み
に
な

り
ま
す
が
、
特
別
搬
入
日
に
は
、

ご
み
を「
ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
」
に
直
接
搬
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

特
別
搬
入
日

：

９
月
21
日（
月
）
午

前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
問
合
せ
先

：

環
境
課（
あ
２
２―

８
１
６
８
／
い
２
２―
８
２
３
０
）

担
い
手
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
窓
口
を
設
置

　

倉
吉
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
で
は
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
窓
口
」
を
農
林
課
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

担
い
手
の
皆
さ
ん
の
農
業
経
営

に
関
す
る
相
談
に
対
し
、
協
議
会

の
構
成
機
関
が
連
携
し
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、

事
前
に
、
相
談
内
容
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会（
農
林
課
内
／
あ
２
２―

８
１
５
７
／
い
２
３―

９
１
０
０
）

「
く
ら
よ
し
の
水
」
の
自
販

機
販
売
を
始
め
ま
し
た

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水

「
く
ら
よ
し
の
水
」
の
自
動
販
売
機

に
よ
る
販
売
を
始
め
ま
し
た
。▲ 「くらよしの水」が入っている自

動販売機（水道局庁舎玄関横）

設
置
場
所

▼
水
道
局
庁
舎
玄
関
横（
八
屋
）

▼ 「
お
休
み
処
よ
ね
」
の
無
料
休
憩

所（
新
町
１
丁
目
）

販
売
価
格

：

１
０
０
円（
５
０
０

ml
／
税
込
）

「
く
ら
よ
し
の
水
」に
つ
い
て

　

「
く
ら
よ
し
の
水
」
は
、
倉
吉
市

の
水
道
水
の
水
源
を
、
か
け
が
え

の
な
い
財
産
と
し
て
末
永
く
大
切

に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
、

倉
吉
市
水
道
局
が
製
造
し
て
い
ま

す
。
昭
和
６
年
に
建
設
さ
れ
、
倉

■
行
政
相
談
所

① 

９
月
18
日（
金
）
午
後
１
時
〜
３

時　

市
役
所
第
３
会
議
室（
東

庁
舎
３
階
）

② 

９
月
25
日（
金
）
午
後
１
時
〜

４
時　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
４
５―

３
８
０
０
）

相
談
員

：

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

■
農
家
相
談
会

と　

き

：

９
月
18
日（
金
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
庁
舎
３
階
）

内　

容

：

農
業
の
受
委
託
、
農
地

の
賃
借
・
委
譲
、
転
用
、
農
業
者

年
金
な
ど

※
問
合
せ
先

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
あ
２
２―

８
１
７
１
）

■
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

９
月
30
日（
水
）
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

弁
護
士
、
司
法
書
士
な

ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
中
部
消
費
生
活

相
談
室（
あ
２
２―

３
０
０
０
）

■ 

日
本
弁
護
士
連
合
会
60
周
年
記

念
無
料
法
律
相
談
会（
要
予
約
）

と　

き

：

９
月
10
日（
木
）

※ 

時
間
と
場
所（
県
内
各
法
律
事

務
所
）は
、
予
約
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
弁
護
士
会
（
あ

０
８
５
７―

２
２―

３
９
１
２
）

■
法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所

と　

き

：

９
月
６
日（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

：

鳥
取
地
方
法
務
局
倉
吉

支
局（
駄
経
寺
町
２
丁
目
）

相
談
員

：

公
証
人
お
よ
び
法
務
局

職
員

内　

容

：

遺
言
、
相
続
、
登
記
、
戸

籍
、
人
権
、
供
託
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
地
方
法
務
局
倉
吉

支
局（
あ
２
２―

４
１
０
８
）

■
調
停
相
談

と　

き

：

９
月
16
日（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地

建
物
、
公
害
、
家
庭
の
問
題
な
ど
の

相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
倉
吉
支
部（
あ
２
２―

２
９
１
１
）

■
全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

と　

き

：

10
月
４
日（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

：

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン 

文
化

教
室
（
２
階
）

内　

容

：

不
動
産
の
相
続
や
売
買

な
ど
、
借
金
、
成
年
後
見
、
訴
訟

に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
司
法
書
士
会

（
あ
０
８
５
７―

２
４―

７
０
１
３
）

湯
の
関
振
興
基
金（
仮
）と
し
て

１
，２
２
４
万
１
，７
６
５
円
＝

（財）

や
す
ら
ぎ
の
里
せ
き
が
ね
振

興
公
社

：

清
算
人 

矢
城 

正
弘

さ
ん

倉
吉
市
の
備
品
と
し
て

休
憩
室
、
温
水
器
、
井
戸
、
車

両
、
酸
素
カ
プ
セ
ル
、
テ
ー
ブ

ル
な
ど
＝
（財）

や
す
ら
ぎ
の
里
せ

き
が
ね
振
興
公
社

：

清
算
人 

矢
城 

正
弘
さ
ん

一
般
寄
附
金
と
し
て

３
万
円
＝
滋
賀
県
米
原
市
顔

戸

：

三
谷 

正
道
さ
ん

一
般
寄
附
金
と
し
て

５
３
７
万
２
，
７
８
７
円
＝

（財）

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷
事
業

団

：

清
算
人 

平
井 

暁
彦
さ
ん
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吉
市
上
水
道
の
発
祥
地
で
あ
り
、

現
在
も
稼
動
し
て
い
る
余
戸
谷
町

水
源
地
の
地
下
水（
原
水
）
を
特
別

に
く
み
上
げ
、
加
熱
・
ろ
過
処
理

の
う
え
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ボ
ト

リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

※
問
合
せ
先

：

水
道
局
業
務
課（
あ
２
６

―

１
６
７
５
／
い
２
６―
３
２
４
２
）

竹
林
の
整
備
と
活
用
に
関

す
る
支
援
制
度　

　

鳥
取
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
や
水
源
を
保
ち
・
育
て
る
機
能
な

ど
を
持
つ
森
林
を
保
全
し
、
守
り

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
民
の

皆
さ
ん
に「
森
林
環
境
保
全
税
」
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の「
森
林
環
境
保
全

税
」を
活
用
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
補

助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
う
ち
の
、「
放
置
さ

れ
、
荒
廃
し
た
竹
林
の
整
備
」へ
の

支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１ 

竹
林
の
伐
採
・
植
林

　

造
林
事
業
に
よ
り
竹
林
の
伐

採
・
植
栽
、
お
よ
び
そ
の
後
の
下

刈
を
行
う
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容

：

国
・
県
が
68
％
、
環

境
保
全
税
か
ら
22
％
、
事
業
主

10
％

２ 

人
工
林
に
侵
入
し
た
竹
の
伐
採

　

造
林
事
業
に
よ
り
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
林
な
ど
の
人
工
林
に
侵
入
し
た

竹
の
伐
採（
除
伐
）
を
行
う
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容

：

国
・
県
が
68
％
、
環

境
保
全
税
か
ら
22
％
、
事
業
主

10
％

３ 

竹
林
の
抜
き
伐
り（
間
伐
）

　

放
置
さ
れ
た
竹
林
の
間
伐
を
行

う
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容
：

環
境
保
全
税
か
ら

90
％
、
事
業
主
10
％

４ 

竹
林
の
皆
伐（
循
環
利
用
型
）

  

竹
林
を
皆
伐（
全
部
ま
た
は
大
部

分
を
伐
採
）し
た
後
、
再
び
竹
林
と

し
て
管
理（
循
環
利
用
）
す
る
事
業

を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容

：

環
境
保
全
税
か
ら

90
％
、
事
業
主
10
％

５ 

竹
林
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
整
備

　

竹
林
の
伐
採
、
竹
材
を
搬
出
す

る
た
め
の
ア
ク
セ
ス
道
を
整
備
す

る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容

：

環
境
保
全
税
か
ら

90
％
、
事
業
主
10
％

６ 

竹
材
の
搬
出

　

伐
採
・
集
積
し
た
竹
を
チ
ッ
プ

工
場
な
ど
に
搬
出
す
る
経
費
の
支

援
を
し
ま
す（
１
ト
ン
当
た
り
２
，

０
８
０
円
）。

７ 

竹
林
伐
採
・
搬
出
・
加
工
機
械

の
整
備

　

竹
林
の
伐
採
や
竹
材
の
搬
出
・

加
工
の
た
め
の
機
械
整
備
費
に
つ

い
て
支
援
し
ま
す
。

８ 

竹
利
用
の
先
導
的
な
取
組
支
援

（
ソ
フ
ト
事
業
）

　

竹
材
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売

に
至
る
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
、

協
議
会
の
設
置
、
会
議
の
開
催
、

竹
製
品
の
試
作
に
係
る
経
費
を
補

助
し
ま
す（
上
限
30
万
円
）。

　

各
事
業
の
詳
細
や
申
し
込
み
は
、

実
施
要
領
が
定
め
て
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

農
林
課（
あ
４
５―

２
１
１
４
／
い
４
５―

３
９
６
４
）

　～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～

《架空請求詐欺に注意》
差出名「日本管理事務局」で送られてきたハガキの内容

　民事訴訟裁判開始の通告です。契約不履行に
つき原告側が提出した起訴状を指定裁判所が受
理したことを通知します。
　「裁判取り下げ期日」を過ぎますと、指定裁判
所から出廷命令通知が届きます。出廷拒否されま
すと民法に基づき原告側の全面勝訴となり、給
与等の凍結などを裁判所執行官のもと強制的に
執行します。
  個人情報保護のため詳細は当局までご連絡くだ
さい。
　ご連絡なき方には、勤務先等へ郵送する場合
もございます。
        裁判取り下げ期日　平成２１年○月○○日
        電話　○○―○○○○―○○○○

《被害状況》
●ハガキを見て心当たりが全くなかったが、
● 裁判で訴えられることが不安になり、記載され

た電話番号に電話、
● 「書類は東京地裁に送られており、こちらでは

訴訟内容が不明なので法律事務所を紹介する」

と言われ、
● 相手から指定された法律事務所の電話番号に電

話したら、
● 「裁判の取下げには、費用と手数料がかかりま

す」と要求され、

◎ＡＴＭ振込により指定口座に送金

↓

↓

↓

↓

↓

　おかしい、と思ったらすぐ相談
※問合せ先：倉吉警察署（あ２６―７１１０）または、警察総合
相談電話（あ♯９１１０）
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選挙一口メモ③

三ない運動って？
　「三ない運動」とは、公職選挙法の寄附禁止の

規定によって禁止されている行為をしないよう

にしようという運動です。

　３つの「ない」の意味は、次のとおりです。

政治家は有権者に寄附を贈らない！

有権者は政治家に寄附を求めない！

政治家から有権者への寄附は受け取らない！

　選挙の時に限らず、「贈らな

い、求めない、受け取らない」

をモットーに、常日ごろから

お金のかからない明るい選挙

を実現しましょう。
※問合せ先：選挙管理委員会事務局

（あ２２－８１１９／い２２－１０８７）
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第
13
回「
倉
吉
学
」講
座

　

倉
吉
文
化
財
協
会
で
は「
倉
吉

学
」講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
中
世
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
い
ま
す
。

と　

き

：

９
月
19
日（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜

と
こ
ろ

：

成
徳
公
民
館

演　

題

：

戦
国
時
代
の
社
会
と
生

活
〜
鳥
取
県
の
記
録
と
文
書
〜

講　

師

：

日ひ
お
き置 

粂く
め
ざ
え
も
ん

左
ヱ
門
さ
ん

（
倉
吉
文
化
財
協
会
副
会
長
）

参
加
費

：

無
料

※
問
合
せ
先

：

文
化
財
課（
あ
２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３
）

９
月
９
日｢

救
急
の
日｣

と

救
急
講
習
会
の
開
催

　

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。

　

ま
た
、
９
月
６
日（
日
）
か
ら
12

日（
土
）は「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。

　

心
臓
、呼
吸
停
止
が
起
き
た
と
き
、

い
か
に
早
く
応
急
手
当
を
行
う
か
が

蘇
生
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
法
、
止
血
法
な
ど
応
急
手

当
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
内
容

：

心
肺
蘇
生
法（
人
工

呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

※
講
習
は
無
料
で
す
。

※ 

そ
の
ほ
か
、
時
間
や
内
容
に
つ

い
て
は
ご
要
望
に
応
じ
ま
す
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
消
防
署（
あ

２
６―

２
１
２
２
）
ま
た
は
西
倉
吉
消
防

署（
あ
２
８―

２
１
１
０
）

埋
蔵
文
化
財
再
整
理
の
臨
時

職
員
を
募
集

作
業
内
容

：

遺
物
の
洗
浄･

復
元
・

図
面
整
理
・
ト
レ
ー
ス
な
ど

雇
用
予
定
人
数

：

１
人

勤
務
場
所

：

文
化
財
課

雇
用
期
間

：

10
月
２
日（
金
）
〜
平

成
22
年
３
月
31
日（
火
）

勤
務
時
間

：

平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

応
募
資
格

① 

現
在
失
業
中
の
人
、
お
よ
び
雇

用
契
約
な
ど
に
よ
り
、
採
用
時

ま
で
に
離
職
す
る
人
が
対
象
。

② 

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
り
臨

時
職
員
な
ど
と
し
て
雇
用
経
験

の
あ
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

賃　

金

：

日
額
６
，７
０
０
円

申
込
方
法

：

履
歴
書
を
文
化
財
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

：

９
月
11
日（
金
）
午
後

５
時

選
考
方
法

：

製
図
・
ト
レ
ー
ス
な

ど
実
技
試
験
、
面
接

試
験
日

：

９
月
17
日（
木
）
か
18
日

（
金
）の
指
定
す
る
日
時

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

文
化
財
課（
あ

２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３
）

●内　容
♪ 特別出演：「スウィングレディース」（大阪で活躍の女

性だけのスペシャルバンド）

♪ ジャンルを超えた夢ステージ !!（県内で活動するさま

ざまなジャンルの音楽団体などの演奏）

出演団体：Jungle QⅡ feat. 白兎跳神イナバスター、ブ

ルーモニカ、ＤＵＮＥ、明倫小学校合唱団、ビリー森本

とブラックキャッツ、倉吉ギターアンサンブル、功山

♪ ＭＡＬＴＡ＆倉吉天女音楽祭吹奏楽団ステージ（音楽

大好きメンバーがＭＡＬＴＡと１日だけの夢の共演）

●料　金： 大人７００円（当日８００円）、小・中・高校
生３００円（３５０円）

※ 託児無料サービスあり（要事前申込：９月１８日（金）までに

事務局に申し込んでください）

●プレイガイド： 倉吉未来中心、倉吉交流プラザ、パー
プルタウン、ビーワイヨシダ、倉吉

市内主要楽器店ほか
※問合せ先：倉吉天女音楽祭実行委員会事務局（市民参画
課内／あ２２―８１５９／い２３―３７０１）

ＭＡＬＴＡ総合プロデュース

第８回

倉吉天女音楽祭
～天まで響け！MALTAと夢ステージ～

と　き：９月２７日（日）午後２時～４時３０分
ところ：倉吉未来中心大ホール

せきがね里見まつり倉吉
第２４

回

と き：９月６日（日）
メイン会場：山守小学校体育館および周辺

※問合せ先 ： 倉吉せきがね里見まつり実施委員会事務局（市民
参画課内／あ２２―８１５９／い２３―３７０１）、ただし、里見時
代行列については、ＮＰＯ法人養生の郷（あ４５―３９８８）

神事 午前９時～１０時
　「里見忠義主従の廟

びょう

」前で実施（山郷神社西方）

里見時代行列
　午前１１時～午後２時
　 大岳院墓参り～時代行列スタート

午前11時　大岳院墓参り後出発～久米郡倉吉驛
えき

（豊田家）

        　 　【桑田醤油～赤瓦～高田酒造～豊田家】

午後1時30分　関金温泉街周辺【湯命館～関金温泉番所】

午後2時35分　里見まつり開会セレモニー入場

お楽しみコーナー
午後0時～2時30分　わくわく遊びコーナー（山守小学校）
午後0時～5時　　　地元特産品物販コーナー（山守小学校）

開会セレモニー 午後２時～２時４５分
　オープニングパレード
　　（山守小学校児童による鼓隊パレード）
　開会あいさつ

ステージイベント午後２時４５分～５時
　（出演団体など）
　 里見忠義公の最後をテーマとした創作戯曲の朗読劇（ド
ラマリーディング）、高城牛追掛け節保存会、打吹羽衣
音頭の会、八賢士太鼓愛好会による守護行列・創作太鼓、
子供歌舞伎保存会　
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伯耆しあわせの郷
倉吉市小田 458（あ 26―5581／い26―5633）

利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

倉吉スポーツセンター
倉吉市葵町591―1（あ22―5674／い22―5684）

利用時間：午前８時３０分～午後１０時

■ニュースポーツ色々教室受講生募集
　色々なニュースポーツを楽しみながら、心地よい汗を
流し、健康づくり仲間づくりをしてみませんか？

回
数 月 日 時間 主 な 内 容

1

10

14

9：30

～

11：30

開講式・スポンジテニス

2 21 スポンジテニス

3 28 バウンスボール

4

11

4 バウンスボール　　

5 11 ソフトバレーボール

6 18 ファミリーバドミントン

7 25 ファミリーバドミントン・閉講式

※ 内容は、異なる場合があります。

　

ところ：倉吉スポーツセンター体育館
講　師：福井 勉さん（倉吉市体育指導委員）　
定　員：２０人
受講料：３００円／１回（保険料含む）
＊ 運動のできる服装・運動靴・タオル・飲み物などを持参

してください。

申込方法：  ９月８日（火）午前９時から先着順に受け付け、
定員になり次第締め切ります。

E V E N T 　 I N F O R M A T I O N

まちのイベント

共同参画時代の自分磨きセミナー④

「きずなを深めるコミュニケーション術」
　家族、親子、夫婦がお互いに自分の気持ちを伝え、
きずなをさらに強くするためのヒントがいっぱいの講
演会を開催します（入場料無料）。
と　き：９月１９日（土）午後２時～４時
ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール
内　容：講演会（講　師：青

あ お き

木 悦
えつ

さん（教育ジャーナリスト））

意見交換会
託　児：１歳～就学前（９月１０日（木）申込締切）
※申込・問合せ先：鳥取県男女共同参画センター「よりん彩」（あ
２３―３９０１）

小型船舶操縦士の更新（失効）講習
と　き： ９月１９日（土）午後１時～（受　付：午後０時

３０分～）

ところ：倉吉未来中心　セミナールーム６

必要な物： 操縦免許証（記載内容に変更がある場合は、

本籍が記載された住民票）、写真２枚（４．５ｃｍ

×３．５ｃｍ、半年以内に撮影した証明写真））、

ボールペン、印鑑（紛失、失効の場合）

※要電話予約（受講料などの説明を行います）
※申込・問合せ先：ＣＳＫ中国海技学院更新講習部（あ０８２―
２５５―８７０５）

くらよし専門校・建設技術センターまつり
と　き：１０月４日 (日)午前１０時～午後３時
ところ：倉吉高等技術専門校・建設技術センター
①倉吉高等技術専門校会場
・ 各訓練科体験型イベント（電子工作、木工ものづくり
など）、訓練科紹介（パネル展示）、特別企画（小屋の
建前（餅

もち

まき））、ミニ庭園、屋台村など
②建設技術センター会場
・ 建設業新分野進出事業紹介コーナー、クイズラリー、
スーパーボールすくい、バルンアート、体験コーナー
（働く車試乗会）
※問合せ先：倉吉高等技術専門校（あ２６―２２４７）または、建
設技術センター（あ２６―６０５１）

「アシアナ航空で韓国に歩きに行こう！」

第１５回 韓国国際 ツーデーウォーク
と　き：１０月２３日（金）～２７日（火） ４泊５日

距　離：５Ｋｍ、１０Ｋｍ、２０Ｋｍ、３０Ｋｍ、５０Ｋｍ

ウォーク：１０月２４日（土）～２５日（日）２日間

申込締切：９月１５日（火）

参加費： ７０，０００円（旅費、宿泊費、飲食費、参加費、

交流会費を含む）※助成対象は鳥取県在住者のみ
※ この事業は、「山陰・夢みなと博覧会記念募金」の助成金によ
り実施されます。

※申込・問合せ先：ＮＰＯ未来 日本海ウォーク実行委員会局（あ
２２―９７９１／い２２―８９９９）

■受講生募集

教室名（ 講  師 ） 日　　時
定
員
受講料
（回数）

男性のための料理教室

（杉本 美智子さん）
※ サンマの塩焼き、

　里芋の照り煮　など

9月25日（金） 
10:00～13:00

15
人
500円
（１回）

韓国料理教室

鄭
チョン

 然
ヨ ン

旭
ウック

さん（国際交流員）

西尾 春代さん（調理師）（ ）
※「韓国の家庭料理 Part２」

10月9日（金） 
10:00～13:00

30
人
500円
（1回）

申込方法：  ９月４日（金）から先着順に受け付け、定員に

なり次第締め切ります。
＊受講料のほかに材料費などが必要です。
＊１０月開講講座の受講生も募集しています。


